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1 調査の概要 

1 調査の概要 

1-1 調査の目的 

少子高齢化の進展や人口減少社会の到来を受け、全国的に空き家等が増加しており、とりわ

け、管理が不十分で荒廃化が進んでいる空き家等は、地震などの災害時に倒壊による避難路の

閉塞、放火や犯罪の温床等による治安の悪化、悪臭の発生や害虫の繁殖等による公衆衛生の悪

化、景観の阻害等、多岐にわたる問題が懸念されるなど、大きな社会問題となっています。ま

た、このような空き家等の増加は、地域の魅力を低下させるとともに、健全なコミュニティ維

持への影響が懸念されます。 

このような状況の中、「空家等対策の推進に関する特別措置法」（以下、「空家法」という。）

が平成 27 年 5 月に完全施行され、国を挙げてこの問題に本格的に取り組むこととなりました。 

そこで、本市では市内全域の空き家等について現地調査を実施し、その状況を把握するとと

もに、空き家等に関する情報を管理することにより、空き家等対策の推進を図ることを目的と

します。 

 

1-2 調査対象建築物 

本調査における調査対象建築物は、水道情報データを用いて「閉栓、または水道の使用量が

0 ㎥という状態が 6 ヶ月以上継続している建築物、6 ヶ月間で水道の使用量が 1 ㎥未満の建築

物」を調査対象建築物としました。 

また、市で把握している、空き家等管理台帳内の空き家についても調査対象建築物としまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査対象建築物の内訳  

水道情報データ
9,085件

市情報空き家
182件

水道情報データから
抽出された調査対象建築物

2,031件

現地調査対象建築物
2,213件

同一水栓番号の整理
集合住宅・業務系の整理
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朝霞市空き家等実態調査 

1-3 調査概要 

本調査は、調査対象として抽出された空き家等候補について現地調査を行い、居住の有無を

確認し、居住が無いもの（空き家等）については、老朽度、不良度判定等の調査を実施しまし

た。 

その後、所有者調査を実施し、空き家の所有者に対して意向調査（アンケート）を実施し、

今後、空き家等について解体、売却のほか、利活用等の意向を調査しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査概略フロー 

計画･準備 

机上調査 

空き家等候補抽出 

現地調査 

所有者意向調査 

空き家等台帳作成 

GIS データ作成 

現地調査図、現地調査票等の検討 

報告書作成 
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1 調査の概要 

1-4 空き家等の定義 

「空家法」における「空家」は、「建築物又はこれに附属する工作物であって居住その他の使

用がなされていないことが常態であるもの及びその敷地（立木その他の土地に定着する物を含

む。）」となっており、「空家法」の基本指針では、『「居住その他の使用がなされていない」こと

が「常態である」とは、建築物等が長期間にわたって使用されていない状態をいい、例えば、

概ね年間を通して建築物等の使用実績がないことは 1つの基準となると考えられる。』となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、「住宅・土地統計調査（総務省統計局）」における「空き家」の定義は以下の図のとおり

で、「居住世帯のない住宅のうち、一時現在者のみの住宅と建築中の住宅を除いたもの」となっ

ています。 

本調査における「空き家等」は、「閉栓、または水道の使用量が 0㎥という状態が 6ヶ月以上

継続している建築物、水道の使用量が 6 ヶ月間で 1 ㎥未満の建築物」を調査対象としているこ

とから、基本的には空家法における「空家等」の定義と同様とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住宅 居住世帯のある住宅 

居住世帯のない住宅 一時現在者のみの住宅 

空き家 二次的住宅 別荘 

その他 
賃貸用の住宅 

売却用の住宅 

その他の住宅 

建築中の住宅 

出典：住宅・土地統計調査 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住世帯のない住宅の分類 住宅の種類の定義 

一時現在者のみの住宅 
昼間だけ使用している，何人かの人が交代で寝泊まりしてい

るなど，そこにふだん居住している者が一人もいない住宅 

空
家 

二次的住宅 

別荘 
週末や休暇時に避暑・避寒・保養などの目的で使用される住

宅で，ふだんは人が住んでいない住宅 

その他 
ふだん住んでいる住宅とは別に，残業で遅くなったときに寝

泊まりするなど，たまに寝泊まりしている人がいる住宅 

賃貸用の住宅 新築・中古を問わず，賃貸のために空家になっている住宅 

売却用の住宅 新築・中古を問わず，売却のために空家になっている住宅 

その他の住宅 

上記以外の人が住んでいない住宅で，例えば，転勤・入院な

どのため居住世帯が長期にわたって不在の住宅や建て替えな

どのために取り壊すことになっている住宅など（注：空家の

区分の判断が困難な住宅を含む） 

建築中の住宅 

住宅として建築中のもので，棟上げは終わっているが，戸締

まりができるまでにはなっていないもの（鉄筋コンクリート

の場合は，外壁が出来上がったもの） 

 

 「空家等対策特別措置法」における「空家等」の定義 

建築物又はこれに付随する工作物であって居住その他の使用がなされていない

ことが常態であるもの及びその敷地（立木その他の土地に定着する物を含む。） 

 「空家等対策特別措置法」の基本指針 

「居住その他の使用がなされていない」ことが「常態である」とは、建築物等が

長期間にわたって使用されていない状態をいい、例えば概ね年間を通して建築物

等の使用実績がないことは 1 つの基準となると考えられる。 

※現地調査の段階で空き家等候

補の近傍に空き家等と思われ

るものが存在していれば、そ

れも空き家等候補として調査

を実施したため、厳密には

「住宅・土地統計調査（総務

省統計局）」における「空き

家等」も一部含んでいます。 
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朝霞市空き家等実態調査 

1-5 統計データ 

(1)朝霞市の人口、世帯数 

本市の人口、世帯数は平成 12年から平成 27年まで増加傾向となっており、平成 12年から人

口は、16,587人、世帯数は 9,692 世帯の増加となっています。しかし、平成 20年から住宅総数

が世帯数を上回っています。 

このほか、平成 27 年からの人口推計をみると、16年後の令和 17年までは増加傾向にあるも

のの、それ以降は人口減少に転じる結果となっています。 

人口推計の内訳をみると、年少人口と生産年齢人口は令和 12 年から減少傾向を示すのに対

し、老年人口は増加傾向を示し、高齢化の進行がみられる結果となっています。 

また、持ち家で暮らす単身高齢者世帯は、平成 12 年から平成 27 年にかけて世帯数、割合と

もに増加傾向となっています。一方、1世帯当たり人員は平成 12年から横ばい傾向となってい

ます。 

 

 

 

■朝霞市の人口・世帯数・住宅総数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項　　目 H12 H15 H17 H20 H22 H25 H27 H30

人口（国勢調査）（人） 119,712 - 124,393 - 129,691 - 136,299 -

世帯（国勢調査）（世帯） 49,745 - 52,253 - 56,732 - 59,437 -

住宅総数（住宅･土地統計調査）（戸） - 56,610 - 58,750 - 66,760 - 67,540

56,610（戸）
58,750（戸）

66,760（戸） 67,540（戸）

119,712（人）
124,393（人）

129,691（人）
136,299（人）

49,745（世帯） 52,253（世帯）
56,732（世帯） 59,437（世帯）
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世
帯
数

人
口

住宅総数（住宅･土地統計調査）

人口（国勢調査）

世帯（国勢調査）

出典：国勢調査，住宅・土地統計調査

（人、戸） （世帯）
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1 調査の概要 

■朝霞市の人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■朝霞市の持ち家で暮らす単身高齢者世帯と 1世帯当たり人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

977 1,709 2,264 2,862

49,745
52,253

56,732 59,437

2.0%

3.3%

4.0%

4.8%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H12 H17 H22 H27

（世帯）

持ち家で暮らす単身高齢者世帯
総世帯数
持ち家で暮らす単身高齢者世帯の割合
1世帯当たり人員（人/世帯）

（%、人/世帯）

出典：国勢調査

2.4（人/世帯） 2.3（人/世帯） 2.3（人/世帯） 

2.3（人/世帯） 

136,299 140,353 142,732 143,979 144,427 144,172 143,157

18,751 18,822 18,631 18,256 17,995 17,948 17,693

90,480 93,763 95,200 94,251 91,353
87,096 84,247

25,398 27,768 28,901 31,472 35,079 39,128 41,217

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

人口総数 年少人口（14歳以下）

生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

（人）

出典：国立社会保障・人口問題研究所

(人)

項　目 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

年少人口（14歳以下） 18,751 18,822 18,631 18,256 17,995 17,948 17,693

生産年齢人口（15～64歳） 90,480 93,763 95,200 94,251 91,353 87,096 84,247

老年人口（65歳以上） 25,398 27,768 28,901 31,472 35,079 39,128 41,217

人口総数 136,299 140,353 142,732 143,979 144,427 144,172 143,157

項　　目 H12 H17 H22 H27

持ち家で暮らす単身高齢者世帯（世帯） 977 1,709 2,264 2,862

総世帯数（世帯） 49,745 52,253 56,732 59,437

持ち家で暮らす単身高齢者世帯の割合（%） 2.0% 3.3% 4.0% 4.8%

1世帯当たり人員（人/世帯） 2.4 2.3 2.3 2.3
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朝霞市空き家等実態調査 

(2)朝霞市の住宅の状況 

本市の住宅は、一戸建住宅が平成 5 年以降から割合が少なくなり、直近の平成 30 年度には

29.3%となっています。一方、共同住宅については、平成 5年から平成 10年で割合が高くなり、

以降は横ばいとなっていましたが、平成 30年度では、69.1%まで割合が高くなっています。 

また、埼玉県、近隣市と比較すると、隣接する和光市が 22.2%、志木市が 37.7%となりました。 

一方、そのほかの近隣市では、さいたま市が 44.6%、富士見市が 48.5%、ふじみ野市が 49.3%

と、いずれも一戸建住宅の割合が 4割を占めている結果となりました。 

割合の高い市は、新座市で 54.1%であり、埼玉県と同等の割合となっています。 

近隣市と比較すると、本市の戸建住宅の割合は低いことがわかります。 

 

■建て方別住宅数の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※調査結果の数値は、四捨五入により住宅総数と内訳が一致しません。 

※割合の数値は内訳の合計値を分母として使用しています。 

(戸)

項目 H5 H10 H15 H20 H25 H30

住宅総数 40,130 43,680 50,340 53,380 59,820 61,190

一戸建 16,220(40.4%) 14,330(32.8%) 16,820(33.4%) 17,370(32.5%) 20,040(33.5%) 17,930(29.3%)

長屋 460(1.1%) 400(0.9%) 390(0.8%) 740(1.4%) 1,180(2%) 870(1.4%)

共同住宅 23,310(58.1%) 28,900(66.2%) 33,070(65.7%) 35,190(65.9%) 38,530(64.4%) 42,280(69.1%)

その他 130(0.3%) 50(0.1%) 60(0.1%) 80(0.1%) 70(0.1%) 120(0.2%)

40.4%

32.8%

33.4%

32.5%

33.5%

29.3%

1.1%

0.9%

0.8%

1.4%

2.0%

1.4%

58.1%

66.2%

65.7%

65.9%

64.4%

69.1%

0.3%

0.1%

0.1%

0.1%

0.1%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H5

H10

H15

H20

H25

H30

一戸建 長屋 共同住宅 その他

出典：平成30年住宅土地統計調査

※小数点第二位以下は四捨五入しているため、構成比が 100％にならない場合があります。 
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1 調査の概要 

 

■建て方別住宅数の割合比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※小数点第二位以下は四捨五入しているため、構成比が 100％にならない場合があります。 

※調査結果の数値は、四捨五入により住宅総数と内訳が一致しません。 

※割合の数値は内訳の合計値を分母として使用しています。 

29.3%

54.8%

44.6%

48.5%

49.3%

37.7%

22.2%

54.1%

1.4%

1.5%

1.4%

0.9%

2.2%

1.9%

0.4%

1.4%

69.1%

43.5%

53.7%

50.7%

48.2%

60.3%

77.1%

44.5%

0.2%

0.2%

0.3%

0.4%

0.1%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

朝霞市

埼玉県

さいたま市

富士見市

ふじみ野市

志木市

和光市

新座市

一戸建 長屋 共同住宅 その他

出典：平成30年住宅土地統計調査

(戸)

項目 朝霞市 埼玉県 さいたま市 富士見市 ふじみ野市 志木市 和光市 新座市

住宅総数 61,190 3,023,300 544,400 48,200 47,120 32,150 36,470 67,320

一戸建 17,930(29.3%) 1,656,900(54.8%) 243,000(44.6%) 23,360(48.5%) 23,210(49.3%) 12,120(37.7%) 8,100(22.2%) 36,420(54.1%)

長屋 870(1.4%) 46,800(1.5%) 7,500(1.4%) 410(0.9%) 1,020(2.2%) 620(1.9%) 130(0.4%) 940(1.4%)

共同住宅 42,280(69.1%) 1,313,900(43.5%) 292,300(53.7%) 24,430(50.7%) 22,720(48.2%) 19,400(60.3%) 28130(77.1%) 29970(44.5%)

その他 120(0.2%) 5,700(0.2%) 1,700(0.3%) 0(0.0%) 170(0.4%) 20(0.1%) 110(0.3%) 0(0.0%)
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朝霞市空き家等実態調査 

建築時期別の住宅数は、平成 5年以降昭和 56年未満の建築物の割合は少なくなり、直近の平

成 30年には、12.9%と、1割程度となっています。 

また、埼玉県、近隣市と比較すると、新座市で 19.8%とやや高い割合であるのに対し、そのほ

かの近隣市では差異がほとんどみられず、昭和 56年未満建築物はいずれの市でも 1割程度の割

合となっています。 

そのほか、埼玉県では 17.5%、隣接する志木市では 13.7%、和光市では 16.4%となっており、

朝霞市の昭和 56 年未満建築物の割合は低い結果となっています。 

 

 

■建築時期別住宅数の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※小数点第二位以下は四捨五入しているため、構成比が 100％にならない場合があります。 

48.5%

28.5%

23.2%

19.1%

31.8%

12.9%

51.5%

71.5%

76.8%

80.9%

68.2%

87.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H5

H10

H15

H20

H25

H30

昭和56年未満建築物 昭和56年以降建築物

出典：平成30年住宅土地統計調査

(戸)

項目 H5 H10 H15 H20 H25 H30

昭和56年未満建築物 19,450(48.5%) 12,470(28.5%) 11,680(23.2%) 10,170(19.1%) 19,040(31.8%) 7,920(12.9%)

昭和56年以降建築物 20,680(51.5%) 31,210(71.5%) 38,660(76.8%) 43,210(80.9%) 40,780(68.2%) 53,270(87.1%)
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1 調査の概要 

 

■建築時期別住宅数の割合比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※小数点第二位以下は四捨五入しているため、構成比が 100％にならない場合があります。 

12.9%

17.5%

13.8%

13.5%

14.5%

13.7%

16.4%

19.8%

87.1%

82.5%

86.2%

86.5%

85.5%

86.3%

83.6%

80.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝霞市

埼玉県

さいたま市

富士見市

ふじみ野市

志木市

和光市

新座市

昭和56年未満建築物 昭和56年以降建築物

出典：平成30年住宅土地統計調査

(戸)

項目 朝霞市 埼玉県 さいたま市 富士見市

昭和56年未満建築物 7,920(12.9%) 530,300(17.5%) 74,900(13.8%) 6,530(13.5%)

昭和56年以降建築物 53,270(87.1%) 2,493,000(82.5%) 469,500(86.2%) 41,670(86.5%)

項目 ふじみ野市 志木市 和光市 新座市

昭和56年未満建築物 6,840(14.5%) 4,410(13.7%) 5,510(16.4%) 12,110(19.8%)

昭和56年以降建築物 40,280(85.5%) 27,740(86.3%) 28,080(83.6%) 49,140(80.2%)
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朝霞市空き家等実態調査 

(3)朝霞市の空き家数 

平成 30年住宅･土地統計調査（総務省統計局）における本市の空き家等は、6,250戸であり、

そのうち一戸建が 1,180戸、長屋建・共同住宅・その他が 5,070戸となっており、平成 15年か

らの推移をみると、その他の住宅の空き家等が増加傾向にあります。 

また、空き家率は、平成 30年では 9.3％となり、埼玉県、全国水準よりも低い結果となって

います。 

 

■朝霞市の空き家数（住宅･土地統計調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■朝霞市の住宅総数・空き家等数・空き家率の推移 

  

（戸）

総数 木造 非木造 総数 木造 非木造

二次的住宅 30 - - - 30 20 10

賃貸用の住宅 4,070 210 190 20 3,860 1,140 2,710

売却用の住宅 330 70 70 - 260 - 260

その他の住宅 1,820 900 900 - 910 260 660

合計 6,250 1,180 1,160 20 5,070 1,420 3,650

出典：平成30年住宅･土地統計調査

空き家等の種類 総数
一戸建 長屋建・共同住宅・その他

1　摘要表中に使用されている記号等は次のとおりとする。
 　「－」は調査又は集計したが該当数字がないもの、又は数字が得られないものを示す。
2　表の数値は、十の位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。
3　二次的住宅とは、別荘など、普段は住んでいない又はたまに寝泊りする人がいる住宅をいう。
4　その他の住宅とは、長期にわたって使用されていない住宅や取り壊す予定の住宅などをいう。
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1 調査の概要 

■朝霞市の空き家等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■朝霞市・埼玉県・全国の空き家率の推移 
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（%）

（戸）

朝霞市 H15 H20 H25 H30

空き家総数 5,690 5,230 6,640 6,250

その他の住宅 860 810 1,590 1,820

売却用の住宅 230 410 550 330

賃貸用の住宅 4,380 3,960 4,480 4,070

二次的住宅 220 50 20 20

(%)

項目 H10 H15 H20 H25 H30

朝霞市 9.2% 10.1% 8.9% 9.9% 9.3%

埼玉県 9.9% 9.7% 10.7% 10.9% 10.2%

全国 11.5% 12.2% 13.1% 13.5% 13.6%


